
 

 

令和７年度協働事業実施に係る 

提案の審査について 

 

 

 

答　申 

 

 

 

 

 

 

令和７年３月 17 日 

 

水戸市協働推進委員会 



 

 

目　次 

 

 

 

 
令和７年度協働事業実施に係る提案の審査

 
　審査結果及び全体講評 ・・・・・・・・・・ 

　各事業の概要及び委員会意見 ・・・・・・・ 

選考過程・基準 ・・・・・・・・・・・・・・ 

委員名簿 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１ 

２ 

10 

11 



1

令和７年度協働事業実施に係る提案の審査 

審査結果及び全体講評 

【 審査結果 】 

本委員会における審査の結果は，次のとおりである。 

 

推薦する事業 

○ ドライバーサポートフィットネス「ドラサポ」 

○ しもいち実証実験教室 

○ 空き家に関するワンストップ総合相談窓口事業 

○ 若い世代で戦争の紙芝居を伝承しよう～デジタル化による新たな紙芝居を創る～ 

○ 地域と動物の共生プロジェクト 

○ 次世代継承店舗と学生がつくるまちづくり～起業ゲームから実践へ～ 

○ 参考書バンク 

 

推薦しない事業 

〇 ふるさと教育「御老公と行く！私たちの水戸」 

 

【 全体講評 】 

令和７年度水戸市協働事業の公募に対しては，前年度からの継続が３事業，新規が５事業あ

わせて８事業の協働事業が提案され，２月 26 日に公開プレゼンテーションが実施された。 

新規の提案事業は，下市エリアやロマンチックゾーンの活性化を図る事業や，動物愛護の啓

発を目的とする事業，学生の平和意識醸成を目的とする事業や，参考書のリユース事業など，

高校生の団体による提案もあり，若い世代の活躍が大いに期待される。市民活動団体と行政の

双方の強みを生かした協働事業の実施を望みたい。 

令和６年度は，一部の事業が自然災害の影響で実施が叶わなかったが，実施した事業につい

ては，実際に得られた事業の成果や新たな課題等を今後の事業展開に活用し，さらなる発展を

期待する。 

継続事業については，令和７年度が協働事業提案制度を活用した協働事業の最終年度となる

ため，当制度終了後の自主活動を見据え，関係機関との連携を強化し，効果的な情報発信によ

る賛同団体等の拡充や，事業のさらなる充実を望む。 

いずれの事業についても，実施に当たっては，提案団体と市担当課において十分に協議し，

補助金の適正な運用及び予算の適正な執行を心掛け，より効率的かつ透明性のある事業運営に

努めてほしい。併せて，市民ニーズの把握に努めるとともに，適切に事業へ反映させるなど，

市民の目線に立った事業運営を進めてほしい。将来を担う学生や若い世代が活躍し，市民と行

政との協働によるまちづくりが更に発展していくことを期待する。 
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各事業の概要及び委員会意見 

 

 

 

 

 

 

 

提案事業名 ドライバーサポートフィットネス「ドラサポ」
推薦する 

（258 点）

 
提案団体 

特定非営利活動法人ちいきの学校

市の担当課 

高齢福祉課

 
事業の概要 高齢者ドライバーの事故や免許返納問題に加え，新たに 75 歳以上に

設けられた免許更新時の認知機能検査などに不安を抱える方も多い。当

事業では，ストレッチ等の運動を通して身体的機能（筋力，反射力，柔

軟性）や認知機能の維持を目的に市民の皆様をサポートする。また，講

習会修了者へのアフターフォローとして定期的に健康講座などを実施

する。

 
委員会意見 本事業は，高齢者が運転する自動車事故や運転免許証の返納等を理由

に移動手段や行動範囲の制約に不安を抱える高齢者に対し，運動を通し

て，身体的機能や認知機能の維持・向上をサポートすることを目的とし

ており，シニア層の運転に対する不安解消や健康づくりに取り組んでい

る。また，講習会受講後，受講者へのアフターフォローにも取り組むこ

ととしており，安心して自動車運転を続けることができる提案であっ

た。 

この事業は，社会的ニーズの高い事業であり，水戸市が協働で実施す

ることにより，安心して受講することができる。今後も高齢福祉課と連

携し，安心して受講することができる広報などに努めていただきたい。 

また，講座を受ける受講者に事故が起こった場合の補償については，

十分な対策をしていただきたい。保険の補償内容が十分でない場合は，

受講者に予め同意書を記入していただくなど対応を検討していただき

たい。 

令和７年度が協働事業最終年度となることから，本事業の実施に当た

っては，効率的かつ適正な事業運営を図るとともに，本事業をきっかけ

とし，シニア層の健康維持・増進を図りながら，運転継続をサポートす

る本事業のさらなる発展を期待する。
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提案事業名 しもいち実証実験教室
推薦する 

（219 点）

 
提案団体 

さとととし

市の担当課 

都市計画課

 
事業の概要 　備前堀とその周辺における景観保全・形成と歴史的資源の活用を軸

に，地域住民や市民，来訪者が主体となる交流と実践の場を創出するこ

とを目的とする。 

「空き家」を拠点とした実証実験を展開し，地域で挑戦したいアイデ

ィアを持つ市民を募集する。教室では，下市エリアにまつわる歴史や景

観の学びと視察を行い，歴史や景観を守りながら空間を活用する方法を

具体化する。最終的に，空き家などを活用し，イベントや 1日出店など

の実験的プロジェクトを実施する。

 
委員会意見 本事業は，「下市まち開き 400 年」の節目の年に住民参加型の実証実

験を通じて地域活性化を促進し，文化や景観を継承しながら，より魅力

的で持続可能なまちづくりを目指している。 

地域で挑戦したいアイディアを持つ市民を募集し，実際にイベント

や，お店を出す試みは興味深い。行政は都市景観重点地区に指定されて

いる備前堀周辺地区の活性化を期待している。 

一方で，やってみたい人の募集については，条件を設けずに募集する

のではなく，年齢等の基準をある程度設けた方が望ましいと考える。ま

た，実証実験を実施した後の参加者へのサポートについても検討してい

ただきたい。 

　支出予算について，支出の内容及び目的等について不明な部分も多い

ため，支出内容を明確にした透明性のある会計処理及び報告を行ってい

ただきたい。イベントケータリングについて，参加者等の飲食が含まれ

る費用については，補助対象外の経費となるため，支出内容を再度検討

していただきたい。 

　本事業の実施に当たっては，貴団体と市担当課が連携し，双方の強み

を最大限に生かしながら，市民参画による魅力的な景観のまちづくりが

なされることを期待する。
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提案事業名 空き家に関するワンストップ総合相談窓口事業
推薦する 

（241 点）

 
提案団体 

特定非営利活動法人ふるさと空き家相談・サポー

ト

市の担当課 

生活安全課

 
事業の概要 　関連事業者や専門家と連携した「空き家に関するワンストップ総合相

談窓口」を設置し，水戸市内の空き家を現在所有する方，現在所有の住

まいが空き家となる可能性がある方及び相続等の理由により，空き家を

所有する可能性のある方に対して，適切な助言・提言を行う。また，空

き家関連のセミナーや個別相談会を開催する。 

空き家所有者の負担軽減を目指し，地域の活性化と地域住民の不安を

解消し，誰もが安全に安心して住むことができるまちづくりを目指す。

 
委員会意見 本事業は，ワンストップの総合相談窓口を設置することによって，適

切な助言や提言を行うとともに，空き家の適正管理や利活用に関する支

援を行い，複雑化する空き家問題について，空き家所有者等の負担軽減

及び地域住民の不安解消等を目的としている。 

空き家は所有者にとって切実な問題であり，提案団体と市担当課の強

みを生かし，ワンストップ総合相談窓口の円滑な運営に取り組んでいた

だきたい。また，空き家セミナーなどのオンライン開催や相談者への状

況に応じた事前準備の支援にも取り組むこととされており，引き続き所

有者の不安を軽減させていただきたい。 

一方で，市報への広告宣伝費の割合が高いが，事業実施に当たっては，

効果を十分に考慮した上で，事業経費の配分を行っていただきたい。市

報は町内会や自治会に加入している世帯に配布されるものであり，町内

会や自治会に加入していない世帯への広報についても十分に検討して

いただきたい。 

令和７年度が協働事業最終年度となることから，本事業の実施に当た

っては，より効果的な広報や，適正な事業運営に努め，本事業を通して

空き家に関する多くの市民の不安を解消し，空き家問題の解決の一翼を

担うことを期待する。
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提案事業名 ふるさと教育「御老公と行く！私たちの水戸」
推薦しない 

（0点）

 
提案団体 

一般社団法人 水戸葵社中

市の担当課 

生涯学習課

 
事業の概要 　子どもたちが自分たちの目線で「ふるさと・水戸」の歴史，今，未来

を考え，調べたことを，過去からタイムスリップして現代に来た水戸黄

門様へ教える動画を作成し，自分たちのふるさとである水戸市につい

て，一緒に考える機会を設ける。 

また，小学校の親子教室等でふるさと教育支援活動を実施し，市内の

歴史的建造物・文化財・歴史，市の取組などを市内小学生とともに考え

ていくドラマ形式の動画を作成・配信し，ふるさとについて学ぶ機会を

提供する。

 
委員会意見 　提案団体より辞退のため，推薦しない。
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提案事業名
若い世代で戦争の紙芝居を伝承しよう 

～デジタル化による新たな紙芝居を創る～

推薦する 

（218 点）

 
提案団体 

次世代に伝えたい朗読と紙芝居のオリーブ

市の担当課 

　文化交流課

 
事業の概要 戦後 80 年を迎えるに当たり，これまで公演を行ってきた「戦争の紙

芝居」を学生に聴いてもらい，その内容を一緒に考えながら，プログラ

ミングや音・映像の加工などの役割を担ってもらうことによって，長く

残せない紙の資料を半永久的に残せる動画コンテンツ等にデジタル化

する。この事業をきっかけとして，若い世代の平和への意識醸成と次世

代へ語り継ぐ役割を担ってもらうことを目的とする。

 
委員会意見 本事業は，戦争や被爆体験の風化が懸念されている中，学生に紙芝居

の制作の一端を担ってもらうことによって，市民の平和への意識を醸成

し，次世代へ語り継ぐことを目的としている。 

　水戸市の平和事業において，若い世代の自発的な活動が減少している

ため，学生が DVD の制作に主体的に関わり，若い世代に引き継いでいく

ことは意義深い。 

静的なコンテンツよりも動的なコンテンツに興味を持ちやすい若い

世代に対して，有効な取組だと思う。単なる動画ではなく，紙芝居の良

さを生かした朗読と映像の迫力がある作品にしていただきたい。また，

歴史的認識についても十分注意して制作していただきたい。 

　一方で，審査を行うに当たって，公開プレゼンテーションにおける発

表資料の準備不足については，非常に残念に思った。補助金を使用する

事業であることを改めて認識し，事業終了後の事業報告の際には，万全

な準備をして臨んでいただきたい。 

本事業の実施に当たっては，貴団体と市担当課が連携し，デジタル化

した「戦争の紙芝居」が市内に広く普及することによって，市民の平和

への意識を醸成し，次世代に継承される事業となることを期待する。
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提案事業名 地域と動物の共生プロジェクト
推薦する 

（209 点）

 
提案団体 

いばらきのシッポの幸せの会

市の担当課 

　動物愛護センター

 
事業の概要 　動物愛護に関する情報を地域全体に分かりやすく伝え，動物と人間が

共存できる持続可能な社会を目指し，地域のつながりを深め，草の根レ

ベルでの意識改革を実現し，野良猫等の課題解決を目的とする。 

動物飼育マナーや野良猫問題への取組に関するリーフレットを作成

し，町内会や自治会の回覧板で配布する。また，動物病院窓口等で動物

を飼う上での基本的な知識やマナー等を記載したパンフレットの配布

や，動物愛護イベント等でステッカーの配布を行う。

 
委員会意見 本事業は，動物愛護に関する正しい情報を地域に普及させることによ

って，動物と人間の双方が暮らしやすいまちづくりを目指す提案であっ

た。 

茨城県では，犬猫殺処分ゼロを目指す条例が出されているが，実際に

犬や猫を捕獲した人がどのようにすれば良いか分からなくなってしま

うケースがあるため，動物愛護に関する適正な情報を市民に周知する必

要がある。 

実際に，譲渡や去勢手術を実施しなければ，野良猫問題等の犬や猫に

関する諸問題の解決は難しいと考える。保護や譲渡，去勢手術を行って

いる団体と連携しながら動物愛護の啓発に取り組んでいただきたい。 

また，啓発活動だけでは事業の効果が実証できないものである。単な

る啓発活動で終了するのではなく，数値目標を設定して効果を測定でき

るようにするため，事前に市担当課と協議し計画を立てた上で事業を実

施し，成果を報告していただきたい。 

本事業をきっかけとし，これまで普及していなかった地域にも必要な

情報が届き，動物愛護に関する市民の意識が向上することで，地域での

動物愛護活動を先導するモデルケースとなることを期待する。
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提案事業名
次世代継承店舗と学生がつくるまちづくり 

～起業ゲームから実践へ～

推薦する 

（224 点）

 
提案団体 

23RD まちづくり株式会社

市の担当課 

　商工課

 
事業の概要 　若い世代の創業機運を醸成するため，ロマンチックゾーン（末広町～

袴塚）周辺において，高校生や大学生を対象に，地域と連携した創業体

験ができるワークショップを開催する。 

ロマンチックゾーン（末広町～袴塚）周辺地域の特色や，学校が集積

しているエリアであることを生かし，大学生や高校生などの若い世代

と，課題を持つ地域の店舗（次世代継承店舗）が協力してワークショッ

プを開催することで，若い世代のアイデアの地域への取り入れや，創業

機運の醸成に取り組み，地域経済の活性化や若者が活躍できる社会の実

現を目指す。

 
委員会意見 本事業は，ロマンチックゾーン周辺の地域経済の衰退や後継者不足の

課題解決と同時に，学生や若い世代の創業機運を高めることを目指す提

案であった。 

茨城大学や常磐大学，文化デザイナー学院の３校の学生を中心とする

若い世代がまちづくりに参加し，そのアイデアを取り入れることによっ

て商店街の活性化が期待される取組であり，ワークショップを通してど

のようなアイデアが生まれるのか興味深い。ポップアップ店舗の成果に

ついても十分に分析し，まちづくりの施策に生かせるようにしていただ

きたい。また，保和苑のあじさいまつりや，周辺で開催されるイベント

とコラボレーションを図り，ロマンチックゾーンを盛り上げていただき

たい。 

一方で，提案団体が既に実施しているリノベ塾というワークショップ

について，リノベ塾の参加者が本事業に参加することは問題ないが，本

事業の参加者が，リノベ塾の参加を強要されることがないように区別し

ていただきたい。 

本事業を通して，若い世代が活躍し，ロマンチックゾーンの活性化を 

図るだけでなく，市担当課と協力し，地元住民や商店会の声を反映させ

ることで魅力的なまちづくりに寄与することを期待する。



9

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案事業名 参考書バンク
推薦する 

（233 点）

 
提案団体 

茨城高校国際教養コース・これミラ班

市の担当課 

　ごみ減量課

 
事業の概要 　受験や試験後に高校生や中学生によって廃棄されてしまう参考書の

数を減らし，廃棄削減に貢献することを目的として，参考書を中心とし

たリユース事業を実施する。 

アンケート調査により必要とされる参考書の具体数を把握し，デジタ

ル技術や学生のネットワークを生かした広報活動を行う。また，既存イ

ベントへのブース出店や公共施設において参考書の譲渡会を実施する。

 
委員会意見 本事業は，参考書の廃棄削減や多様な人々への教育の機会の提供を行

うことで SDGs の目標である「４ 質の高い教育をみんなに」及び「12 つ

くる責任，つかう責任」の達成に寄与することを目指す提案であった。 

SDGs が提唱される現代において意義深い提案である。実際に参考書 

が欲しいと思っている人は声に出すことができない状況があるため，教

育の機会の提供は重要であり,譲渡会に合わせた SDGs セミナーの実施

についても期待したい。 

回収ボックスの設置については，市役所と図書館の２か所だけでな 

く，学生ならではの視点を生かし，市内の学校に協議の上，学校への設

置も検討していただきたい。 

また，参考書の回収は学生にとって負担が大きいため，教職員などに

相談し，周囲の協力を得ながら，安全かつ負担のないように行っていた

だきたい。 

茨城高校国際教養コース・これミラ班は学生が主体であり，最長でも

３年間で卒業してしまうことから，事業の継続性が課題となる。今回の

事業の成果を検証し，市担当課や教職員と連携を図り，後輩に引き継ぐ

などの手段を検討することで事業を継続していただきたい。 

　本事業をきっかけとし，参考書のリユースが市内に浸透し，教育機会

の充実や持続可能な社会の実現に寄与することを期待する。
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選考過程・基準 

【 選考過程 】 

協働事業提案書をもとに，２月 26 日に実施されたプレゼンテーションにおいて，事業の概

要や協働による効果，役割分担，収支計画などについて, 提案団体から説明を受けた。また，

提案団体及び市の担当課に対して，委員による質疑応答を行った。 

その後，全体での審査において，全委員の総合得点をもとに，各提案事業について，公共性

や協働の必要性などの面から，協働事業として実施すべきか否かについて審査した。また，効

率性や役割分担など，事業の実施に当たって，提案団体と市の担当課がさらに協議を深めるべ

き事項について意見をまとめた。 

 

【 選考基準 】 

提案書類とプレゼンテーションをもとに，８つの審査項目に沿って採点した。各委員の持ち

点を 40 点とし，全委員の採点を合計した総合得点を審査の基礎とした。 

また，今回の審査では，提案団体のスキルアップと，より質の高い事業提案を促進するため，

総合得点の６割に当たる 192 点を推薦に値するかどうかの基準として設定した。 

 

審査項目及び審査の視点（40 点満点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 審査項目 審査の視点 配点

 先見性・独創性 新たな着想や創意工夫があるか ５

 事業の公共性 不特定多数の利益，社会全体の利益につながるか ５

 ニーズの理解 社会的課題や市民ニーズをとらえているか ５

 協働の必要度 協働による相乗効果が期待できるか ５

 事業の将来性 成果の活用や波及効果など将来展望が明確か ５

 手段の効率性 労力や経費などの見積りが適切か ５

 役割分担 自立性を尊重し，お互いの長所を生かしているか ５

 実現可能性 自己資金の確保や企画内容が実現可能か ５
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水戸市協働推進委員会委員名簿 

 

 

 

 

 
氏名 所属等 組織区分 備考

 
委員長　　金本　節子 茨城大学名誉教授 学識経験者 出席

 
副委員長　大野　覚

認定ＮＰＯ法人茨城ＮＰＯセンター・コモンズ 

常務理事・事務局長
ＮＰＯ代表 欠席

 
小森田　龍生 常磐大学人間科学部現代社会学科　准教授 学識経験者 出席

 
谷萩　美智子 水戸市ボランティア連絡協議会　会長

ボランティア

団体代表
出席

 
大竹　隆志

水戸市住みよいまちづくり推進協議会 

副会長

コミュニティ

団体代表
出席

 
鹿倉　よし江 水戸女性会議　副会長 女性団体代表 出席

 
加瀬　理 水戸商工会議所　事務局長

関係団体

欠席

 
加治 光教 水戸青年会議所　理事長 出席

 
小島　幸子

公募市民

出席

 
　　　　　菊池　薫 　 出席


